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【はじめに】 
テレビ番組や雑誌などで「動作分析」「動作解析」

「バイオメカニクス」という言葉を耳にする機会
が増えたのではないでしょうか。 
映像技術の発達により、人間の動きをスーパー

スロー映像や合成映像、コンピューターシュミレ
ーションで３D グラフィック映像やスティックピ
クチャー（図１）と呼ばれる特殊な映像で作成す
ることが可能になりました。専門的な機材と知識
を持った人たちが難しいことをしていると思われ
がちですが、それはごく一部のことです。 

 
【動作分析とは】 
動作分析はスポーツ現場でとても身近な存在と

なっています。多くの競技種目で試合時に観客席
などからビデオカメラで撮影した映像を見直すこ
とがあると思います。「ここの場面はこうだった」
「この時の手の動きはこうだ」など、客観的にそ
の動画を見ながら反省会を行うことも専門的な手
法を用いない動作分析の一つです。 
現在、市販されているデジタルカメラにはハイ

スピード動画撮影モードが搭載されているカメラ
も多くなってきました。撮影できる時間は長くあ
りませんが、映像をスローで見るだけでもスポー
ツ動作の特徴を知ることができます。また、最も
手軽に動作分析ができる身近な機材はスマートフ
ォンです。カメラ性能が大幅にアップし、スロー
モーション撮影機能だけでなく、連続写真や映像
合成、チェックポイントに線を引いて強調するこ
となど、専門的な知識がなくてもアプリを活用す
ることで手軽に動作分析を行うことができます。 

【動作分析分野のサポート】 
動作解析、スポーツ運動学、スポーツバイオメ

カニクスなど似ている言葉がいくつかありますが、
青森県スポーツ科学センターでは、「動作分析」分
野として活動しています。 
当センターでは、様々な競技種目のスポーツ動

作を以下のような手法で撮影・分析しています。 
１）連続写真の作成（図２）、複数台のカメラで 

撮影した映像を 1画面で同時に見ることが 
できる映像の作成。 

２）専門的な手法を用いて行う動作の数値化 
（速度や関節角度の変化など）。 

 
体力測定、リコンディショニング、心理サポー

トの３分野と違い、直接的指導をすることはあり
ませんが、動作分析を通じて選手と指導者がスポ
ーツ動作の詳細な特徴を知ることができます。 
 
【おわりに】 
各競技によってスポーツ動作のチェックポイン

トは異なりますが、スポーツ動作を客観的に見る
ことができ、その後のトレーニングに役立てるこ
とが可能になります。 
確認したい部分が明確でなくても一つずつ整理

しながら撮影を進めていきますので、お気軽にお
問合せください。 
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図１ 短距離疾走の 
  スティックピクチャー 

図２ 連続写真の作成例 


